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般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があ
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この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS K 7201 規格群（プラスチック－酸素指数による燃焼性の試験方法）は，次に示す部で構成する。 

JIS K 7201-1 第 1 部：一般要求事項 

JIS K 7201-2 第 2 部：室温における試験 

JIS K 7201-3 第 3 部：高温における試験 

JIS K 7201-4 第 4 部：高速気流における試験 
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日本産業規格          JIS 
 K 7201-4：2024 
 (ISO 4589-4：2021) 

プラスチック－酸素指数による燃焼性の試験方法－

第 4 部：高速気流における試験 

Plastics-Determination of burning behaviour by oxygen index- 

Part 4: High gas velocity test 

 
序文 

この規格は，2021 年に第 1 版として発行された ISO 4589-4 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にない事項である。 

1 適用範囲 

この規格は，室温において，JIS K 7201-2 で定める気流速度よりも高速である規定のガス気流速度の中

で，垂直の小試験片が燃焼を維持する窒素と混合した酸素の最小体積分率を測定する方法を規定する。 

注記 1 試験結果は，高速気流酸素指数（HOI）として表す。 

この規格は，HOI を測定する装置も規定する。 

この試験方法は，厚さが 2 mm までの板状の材料に適用でき，さらに，規定の試験片保持具によって垂

直に支持する可とう性の薄い材料にも適用可能である。 

注記 2 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 4589-4:2021，Plastics－Determination of burning behaviour by oxygen index－Part 4: High gas 

velocity test（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こ

とを示す。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格のうち，西暦年を付記してあるものは，記載の年の版を適用し，その

後の改正版（追補を含む。）は適用しない。西暦年の付記がない引用規格は，その最新版（追補を含む。）

を適用する。 

ISO 291:2008，Plastics－Standard atmospheres for conditioning and testing 

注記 JIS K 7100 プラスチック－状態調節及び試験のための標準雰囲気は，ISO 291:1997，Plastics

－Standard atmospheres for conditioning and testing に対応している。 


